


FastKing RT Kit (With gDNase)
― 各種類の配列を効率よく読み通す、少量テンプレートを正確に認識できる

FastKing RT Kitは、効率的かつ迅速にゲノムDNAを完全に除外できるる逆転写システムである。本キットに含まれてい
るFastKing RT Enzymeは、42℃、15分間で相補鎖DNAを合成し、RNAテンプレートに対する高い親和性の特徴を持ち、さ
らに高いGC含有率且つ複雑な2次構造を有するテンプレートの読み込みが可能である。また、本キットにおいて、ゲノムDNA
を除外できるgDNaseが含まれており、42℃、3分間でgDNAを完全に除去でき、トータルRNAをgDNAの干渉から保護し、
qPCR定量結果の正確性を保証する。

21分間の「1チューブ式」革命

わずか21min、ゲノムDNA除外と逆転写を一チ
ューブ内に完了可能であり、単独なDNase I処理ステ
ップは不要であり、従来の手順に比べて大幅に簡便化
して、時間を大幅に節約できる。
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FastKing RT kit 従来の方法VS

21 min 140 min

■ 新規逆転写酵素が疎水性 motif を修飾したため、RNA テンプレートに対する
親和性と耐熱性を大幅に向上させて、逆転写効率が 95％を超える。

■ 感度がさらに向上され、1 ng までのテンプレートからも正確に認識できる。

■ 高性能：複雑なテンプレートの読み込みが可能、コンタミの干渉を避けられる。

■ 一貫の強みが維持されて、21 分以内にゲノム DNA のない cDNA 合成が可能
である。

ゲノムDNA除外の必要性

リアルタイムPCR定量の正確性はいつも注目さ
れ、ゲノムDNAの汚染は定量結果の非正確性や非特異
的な増幅の重要なファクターである。

2008年、Nature Protoco Iに発表されたリアル
タイムPCRを研究する論文には、リアルタイムPCR定
量する時、あらかじめRNAサンプル中に混入したゲノ
ムDNAを除外すべきであることが明確に説明した。

解析結果の正確性を保証するため、リアルタイム
PCRを行う前に、ゲノムDNAを除外すべきである。

カタログ番号        内容量
4992223             20 μl ×25 rxn      
4992224             20 μl ×100 rxn   
4992250             20 μl ×1000 rxn 



gDNaseの伝統を破る
     —42℃で3分間インキュベートするだけで
gDNAを完全に除去できる

新規、効率的な画期的gNase設計により、わず
か三分間でgNaseを除外できる。直接に逆転写反応を
行い、後継の複雑なRNA純化ステップは不要である。

ゲノムDNA残基の試料を用いると解析結果が不
正確になる。本製品はゲノムDNA残基の妨げを避けら
れ、正確に遺伝子を検出できる。

Quant家族の優れた品質を相続

高い転写効率
       —95％を超える逆転写効率

一般の逆転写酵素の逆転写効率は40－60％であ
り、cDNA収量を上げるために、通常はRNAテンプレ
ートの添加量を増やすことにする。King逆転写酵素は
特有なRNAテンプレートの親和性を持って、逆転写効
率は95％を超える。そこで、少量のテンプレートか
らでも、下流アプリケーションに満足でき、RNAの節
約できるし、cDNAの純度と収量を向上できる。

高性能
        —高GC含有率、また複雑な2次構造を有するテ
ンプレートの読み込みが可能である

一本鎖RNAは水素結合の駆動力で、幅広い複雑
な二次構造を形成する。一般な逆転写酵素は、複雑な
二次構造に対して逆転写反応が終了される可能性があ
り、cDNA合成を成功させられない可能性がある。
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1：ゲノムDNA除外しないで逆転写を行う；2：ゲノムDNA除外も逆転写もしない
3：ゲノムDNA除外してから逆転写を行う；4：ゲノムDNA除外してから逆転写を
行わない
本キットを用いて、1 μg Hela細胞RNA（ゲノムDNA残基あり）をテンプレート
とし、qPCRよりTNF-alpha遺伝子（エクソン上のプライマー設計、cDNAやDNA
をテンプレートとして増幅）を検出した。
結果として、2グループ：ゲノムDNAの残基状況を反映できる。3グループ：
TNFalphaの発現レベルを正確に反映できる。1グループ：ゲノムDNA残留のせい
で定量結果がエラーが発生した。4グループ：本製品は優れたゲノムDNA除外能
力を有し、DNA残基が完全に除外されたことを示した。

2009年、リアルタイムPCR定量結果を規範する
ために、MIQEはリアルタイム定量情報を掲載するよ
うな提言を行った。ゲノムDNA除外の重要性を強調
し、ゲノムDNA除外したかどうかを報告することが不
可欠であると提出した。

The MIQE Guidelines:
Minimum Information for Publication of Kingitative Real-Time PCR 
Experiments
Stephen A. Bustin,Vladimir Benes,Jeremy A. Garson,et al.Clinical Chemistry 55:4 (2009)
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各種由来の逆転写酵素の活性測定：King Reverse Transcriptaseの逆転写効率は
RnaseH活性無しのM-MLVとAMVシリーズよりも優れている。
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カタログ番号         内容量    
4992226              20 μl x 25 rxn       
4992227                  20 μl x 100 rxn      
4992251              20 μl x 1000 rxn   

FastKing gDNA Dispelling RT SuperMix
— 18分間、1ステップでゲノムDNA除外と逆転写が終わる

■ 鋳型 RNA を添加するだけで、1 ステップで gDNA の除外と cDNA の合成
を同時に行う。

■ 特殊な熱感受性 DNase を使うことで、速めに効果を得られ、効率が高く、
時間が短く、cDNA を分解させない。

■ 修飾された疎水性モチーフを用いて 、逆転写効率が 95％を超え、低濃度      

    のテンプレートに最適である。

実験例１ TIANGENの製品及び外国A社と国内B社同等品を用いて、それぞれ1ステップでcDNAを合成して、TIANGENのReal-Time PCR
試薬によりマウス RN5遺伝子を検出し、増幅曲線、融解曲線、および基準曲線を示している。結果として、TIANGENの製品がより多く
のcDNAを合成していることを示している。増幅には高い特異性と優れた勾配が観察され、低濃度のテンプレート検出感は他社競合試薬
よりも優れている。

テンプレートとミックス
を混ぜ合わせて

ゲノムDNA除外＋逆転写
42℃ 15 分間

酵素失活 95℃ 3分間
逆転写完了

                                          ゲノムDNA添加量

 500 ng 200 ng 100 ng 50 ng 10 ng

 本製品 ND ND ND ND ND

   A社 32.78 35.90 ND ND ND

   B社 29.80 31.38 33.33 33.36 37.03

   NRT 23.82 25.30 26.60 28.09 35.04

実験例2 TIANGENの製品及び外国A社と国内B社同等
品を用いて、それぞれ1ステップでｃDNAを合成して、
TIANGENのReal-Time PCR試薬によりヒトHsG遺伝
子を検出し、人為的に異なる濃度のゲノムDNAを添加
し、異なる試薬のゲノムDNAに対する除去能力を検出
した。Ct結果は、TIANGENの本製品が優れたゲノム
DNA除外能力を有し、500 ngまでのゲノムDNA残基が
完全に除外され、結果に影響を及ぼさないことを示し
た。ND：未検出。NRT：逆転写をしらず、直接混合物
を用いて定量的検出を行う。

TIANGEN A社 B社



SuperReal PreMix Plus (SYBR Green)
— 最も現実的な定量データーをご提供致します

■ 2つの優位性：ヂュアルホットスタートポリメラーゼを使用し、安定性
が高く、より正確な結果を得る。

■ 高い特異性：反応システムを再度アップデートし、増幅の特異性を高め
ている。

■ 優れた再現性：結果の安定性が高く、高い再現性がある。

■ 高感度：低濃度のテンプレートでも定量検出可能。

ヂュアル酵素システムを使用し、安定化かつ効率的な増幅を保証

幅広い汎用性

     ABI (PRISM7000/7300/7700/7900HT/

StepOn/7500/7500Fast),Stratagene(Mx300

0P/Mx3005p/Mx4000)，Roche、Bio-Rad及び
Eppendorf等あらゆる種類の定量PCR機器に適
応できる。

特殊な最適バッファーシステムに
より超高特異性を作る

Bufferには特自のK+及びNH4+バランスシ
ステムとH‐Bond因子が含められており、反応
システムを再度アップデートし、増幅の特異
性を高めている。

cDNAテンプレートの並行増幅実験におい
て、ヂュアルホットスタートポリメラーゼによ
り異なる濃度のテンプレートを検出する時、従
来のシングル酵素増幅系と比べて、ヂュアル酵
素システムは増幅効率が高く、検出される傾向
値が高い。

H-Bond因子が含められたバッファと普通の定量バッファーとの比較:
A社のバッファー液システム：

TIANGEN社のH-Bond因子バッファー液システム

非特異的な増幅

同じテンプレート、プライマーを用いた反応系について、SuperReal PreMix PlusのH‐
Bond因子バッファーシステムは、他社製品の通常のバッファーシステムよりも特異的かつ
再現性の高い増幅が可能である。

ヂュアルホ
ットスター
トポリメラ
ーゼ

従来的なシ
ングル酵素
システム
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カタログ番号          内容量	   
  4992214	                20 μl ×125 rxn        
  4992215	                20 μl ×500 rxn     
  4992248	                20 μl ×5000 rxn   

ヂュアル酵素システム シングル酵素システム



FastFire qPCR PreMix (SYBR Green) 
— 最快速のSYBR Green試薬

■ 最快速：現在市販の最もスピード速い SYBR Green 試薬の一つである。

■ 高い増幅性：強い蛍光シグナルにより、信頼性と正確性の高い結果を提
供する。

■ 優れた安定性：バッファーには PCR 安定剤とエンハンサーが含まれてお
り、結果の安定性、再現性、正確性、信頼性をより高める。

■ 幅広い汎用性：快速定量 PCR 機器に適用できるし、通常の定量 PCR 機
器にも適用できる。

最もスピード速い——実験効率を向上させ、qPCR装置の耐用年数を延ばさせ、省エネルギー可能

高い増幅性——増幅の蛍光シグナル
より強い

増幅の蛍光シグナルがより強く（増幅能力
が高い）、基準により近い増幅曲線を有し、感
度が高く、低濃度のテンプレートにおけるター
ケット遺伝子を定量的に検出できる。一方、T
社製品は、シグナルが弱く、Ct値が低く、不正
確な結果を招く可能性がある。

優れた安定性—結果の再現性より強い
96 Well Plate 再現性試験の結果、本試薬

の結果安定性が高く、高い再現性がある。

速めに活性化できる抗体修飾のAnti Taq

ポリメラーゼと独自の高速バッファーシステ
ムにより、現在市販の最もスピード速いSYBR 
Greenとなり、実験効率を向上できる。

現在、最もスピード速いSYBR Green試薬であり、反応時間を1000 sec
短縮できる。

ヒトcDNAテンプレート(濃度100-0.01 ng/μl)中のβ-アクチン遺伝子を検出した。
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1 ng/μlのヒトcDNAテンプレート中のGAPDH遺伝子を検出した。

カタログ番号	 内容量      
4992217	 20 μl ×125 rxn   
4992218	 20 μl ×500 rxn     
4992249	 20 μl ×5000 rxn   



最もスピード速い——実験効率を向上させ、qPCR装置の耐用年数を延ばさせ、省エネルギー可能

■ 2 種類の酵素システム : 2 種類のポリメラーゼホットスタートシステムに
より、安定性、正確性を高める。

■ 広いリニアレンジ : リニア検出の範囲は 10-107 にカバーできる。

■ 高感度 : ウイルスや微生物など低濃度のテンプレートを簡単に検出する。

■ 高い増幅能力：より強い蛍光シグナル。

広いリニアレンジ
広い線形検出範囲を有し、1 fg/μlまでの低

いテンプレート濃度のλDNAに対してでも検出で
き、増幅効率が高く、再現性がよく、直線性が優
れた。

強い増幅能力、増幅曲線より正確,
さらなる高感度

増幅の蛍光シグナルがより強く（増幅能力が
高い）、基準により近い増幅曲線を有し、感度が
高く、低濃度のテンプレート(0.01 ng/μl)を定量的
に検出できる。一方、T社製品は、シグナルが弱
く、感度が低く、低濃度テンプレートを未検でき
ない可能性があり、誤った実験結果に繋かる能性
がある。

幅広い汎用性

AIB、Stratagene、Roche、Bio-Rad、Eppendorfなとあらゆる種類の定量PCR機器に適応することができる。

ABI 7500 Fast Roche480 CFX96

y=-3.3239x+34.087
R2=0.9993
E=100.00%

Lamda DNAをテンプレートとしてPCR検出を行った。(1 ng/μl～1 fg/μl)

TIANGEN T社

本製品とT社製品を用いて、大豆のgDNAをテンプレートとして、Lectin遺伝子を検出
した。

SuperReal PreMix (Probe)
— 高感度な定量結果を提供する

Delta Rnvs Cycle
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カタログ番号	 内容量
4992290	 20 μl ×125 rxn   	
4992211	 20 μl ×500 rxn   



FastFire qPCR PreMix (Probe)
— 最もスピード速いProbe試薬

最もスピード速い——実験効率を向上させ、qPCR装置の耐用年数を延ばさせ、省エネルギー可能。

より広いリニアレンジ

速めに活性化できる抗体修飾のAnti Taqポリ
メラーゼと独自の高速バッファーシステムによ
り、現在市販の最もスピード速いProbe試薬とな
る。

■ 最も速い : 現在市販の最もスピード速い Probe 試薬の一つである

■ 高感度 : 低濃度のテンプレートの定量が可能

■ 優れた安定性：バッファーには PCR 安定剤とエンハンサーが含まれてお
り、結果の安定性、再現性、正確性、信頼性を高める。

■ 幅広い汎用性：快速定量 PCR 機器に適用できるし、通常の定量 PCR 機器
にも適用できる。

広い線形検出範囲を有し、1 pg/μlまでの低いテンプレート濃度でも検出できる、増幅効率が高く、再現性がよく、直線性
が優れた。

現在市販の最もスピード速いProbe試薬、反応時間を1000 sec縮める。

y=-3.3356x+37.932
R2=0.9996
E=99.43%

1 pg/μlから100 ng/μlまでのヒトcDNAをテンプレートを検出を行った。

カタログ番号	 内容量
4992220	 20 μl ×125 rxn    
4992221	 20 μl ×500 rxn    

Beijing

Building C7-3, Zhongguancun Dongsheng Science Park, No.66 XixiaoKou Road, Haidian District.
Tel: +86 10-59822724                                 www.tiangen.com
E-mail: export@tiangen.com                      Toll-free: +86 400-810-6057/+86 800-990-6057


